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＊ガイドツアー（有形登録文化財コース）の案内 

アーカイブ室新聞第 487 号（2011 年 5 月 26 日）に「アーカイブ室の活動の延長でガイド

ツアーを始める」という記事を書き、第 1、3火曜日に有形登録文化財コース、第 2、4火

曜日に重要文化財コースの 2コースを設定して 6月からスタートした。今日までに 6月 7

日の有形登録文化財コース、6月 14 日の重要文化財コースとそれぞれのコースのツアーを

行った。それらのツアーのために常時公開の見学パンフレットの他に筆者がそれぞれのコ

ースの案内を用意している。今回は有形登録文化財コースの案内を紹介する。回を重ねて

修正を加えながらより充実した案内にしたいと考えている。 

国立天文台は 2000 年 7 月から見学エリアを設けて常時公開という一般公開をしている。

それまでは東京天文台 75 周年記念式典を行った 10 月 29 日の前後の上限の月に近い土曜日

を一般公開日と称して月の観望を中心にした一般公開が行われていた。2000 年から始まっ

た常時公開を一般公開というようになったので、年に 1回行われていた一般公開は特別公

開と呼び方が変わった。しかし内容は以前の一般公開である。観望を中心にした一般公開

は天文情報センターが中心となり、主に学生アルバイトによって月 2回実施されている。 

2007 年からは一般公開の常時公開エリアが格段に拡大され、自然豊かな国立天文台を散

策する見学者が年間 2万も訪れるようになった。以前から太陽塔望遠鏡の中が見たいとい

う声が聞こえていたこともあり、また 2008 年に発足したアーカイブ室が設置した自動光電

子午環棟を有効利用した天文機器資料館に集めたたくさんの歴史的遺産を見ていただきた

いというアーカイブ室の希望もあり、アーカイブ室から提案し、ガイド付きのツアーが実

現した。太陽塔望遠鏡も整備を進めたが、常時公開のように無人で中に入っていただくこ

とはできない。同様に天文機器資料館も自由に中に入っていただいて見学できるような整

備はまだされていない。 

そこで、中に入れないこの 2つの施設を案内するガイドツアーをやろうと思ったのが出

発点であった。しかし、この 2つの施設は比較的奥まったところにある。そこまで見学者

を引率していく途中には、見るべき見学施設がいくつもある。これらの常時公開で見られ

る対象も説明をしてくれる人が欲しいとアンケートにしばしば書かれているのが実情であ

ったから、筆者は、いっそ太陽塔望遠鏡に行くまでのコースにある見学対象も説明しなが

ら行けばいい、また天文機器資料館に行く途中にも平成 23 年度に重要文化財に指定された

レプソルド子午儀もある。やはり途中に説明を聞きたい見学対象が多いのである。 

そこで、いっそのことこれらの現在見学対象になるものを説明しながらのツアーにした。

そして、1回のツアーで見ていただき、説明を聞いていただくには3時間以上が必要であり、

2回に分けて行わざるを得なかった。 
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１. 50cm シーロスタット 

２. 屈折望遠鏡時代の対物レンズ支持、焦点調節機構 

３. 交流モーターによる直流発電機 

４. 47cm 屈折望遠鏡対物レンズ 2枚およびレンズホルダー（焦点距離 14.42cm） 

５. 塔望遠鏡焦点部 

６. 3 つの大きなプリズムを使ったプリズム分光器 

７. 分解能 220,000 のアインシュタイン効果検証を目指したグレーティング分光器 

８. アインシュタイン効果検出用器具 

９. 45cm 反射望遠鏡主鏡部及び副鏡部 

１０. 塔望遠鏡初期に平面鏡製作に使われた蒸留水ビン 

１１. 1956 年～1966 年観測野帳 

１２. 保谷ガラスクリストロンゼロ鏡素材 2枚 

１３. 1962 年ニューギニア日食観測装置 

１４. 1966 年ペルー日食観測装置 

１５. 日食観測隊が使用したケロシン冷蔵庫 

１６. 分光器焦点部フィルムホルダー 

１７. 日食観測用カメラ数点（何時の日食か不明） 

１８. 射撃用監査写真機（爆撃機に積まれたもの） 

１９. 分光器乾板ホルダー1数点 

２０. ガバナー類 5種類 

２１. 光学ベンチ類、その他多数 

２２. ダブルモノクロメーター 

２３. 英国製ヒルガー分光器 

２４. 乗鞍コロナ観測所の直視分光器 

２５. 岡山天体物理観測所 65cm 太陽クーデ望遠鏡分光器カメラ部 

２６. 岡山天体物理観測所 65cm 太陽クーデ望遠鏡分光器マグネトグラフ部 

２７. 岡山天体物理観測所 65cm 太陽クーデ望遠鏡分光器制御部 

これらの展示のほかに、筆者が大沢清輝元台長から引き継いだ戦後の天文月報（この中

には畑中武夫氏のものも含まれている）を展示してあります。 
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 また、展示にあるように天体の精密位置観測を目指す JASMINE という計画は、ナノジャ

スミン、ミニジャスミン、中型ジャスミンと 3段階で計画されており、今年、ナノジャス

ミンがロシアのロケットで打ち上げられる予定です。 

 多目的上映室では宇宙のスケールを紹介しますが、宇宙は大変広いのですが、人間の思

考能力はもっと素晴らしいのです。宇宙は m（メートル）で表して 10 の 26 乗程度で足りま

すが、人間の考えた数字はなんと 10 の 68 乗「無量大数（むりょうだいすう）」まであり

ます。次の表が人間の思考力にある数字の桁数です。 

人間が考えた数字の桁数

一：100：1
十：101：10
百：102：100
千：103：1,000
万：104：10,000
億（おく）：108：100,000,000
兆（ちょう）：1012：1,000,000,000,000
京（けい）：1016：10,000,000,000,000,000
垓（がい）：1020：100,000,000,000,000,000,000
丈（し）：1024：1,000,000,000,000,000,000,000,000
壌(じょう)：1028：10,000,000,000,000,000,000,000,000,000
溝(こう)：1032： 100,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000
砂(かん)：1036：1,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000
正(せい)：1040：10,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000
載(さい)：1044： 100,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000
極(ごく)：1048： 1,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000・・・0が48個
恒河沙(こうがしゃ)：1052：10,000,000,000,000,000,000,000,000, ・・・0が52個
阿僧梢(あそうぎ)：1056： 100,000,000,000,000,000,000,000,000,000, ・・・0が56個
那由他(なゆた)：1060： 1,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,・・・0が60個
不可思議(ふかしぎ)：1064： 10,000,000,000,000,000,000,000,000, ・・・0が64個
無量大数(むりょうだいすう)：1068： 100,000,000,000,000,000,000 ,000・・・0が68個
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